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　 最近の業績の動向等を踏まえ、平成17年5月27日の決算発表時に公表した業績予想の修正
および「固定資産の減損に係る会計基準」の適用に伴う特別損失の計上について下記のとおり
お知らせいたします。

　　　　　　　　　　　記

Ⅰ．業績予想の修正
　１．平成18年 3月期中間（個別）業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成17年9月30日）

(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 中間純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 17年 5月 27日 発表） 28,000 △ 900 △ 800

今回修正予想(Ｂ) 37,300 1,350 250

増減額(Ｂ－Ａ) 9,300 2,250 1,050

増減率 33.2 　　　　　　　　-　 　　　　　　　　-　 

前中間期（平成16年 9月期）実績 28,333 △ 285 △ 229

　２．平成18年 3月期中間（連結）業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成17年9月30日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 中間純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 17年 5月 27日 発表） 30,000 △ 400 △ 300

今回修正予想(Ｂ) 38,200 2,200 1,200

増減額(Ｂ－Ａ) 8,200 2,600 1,500

増減率 27.3 　　　　　　　　-　 　　　　　　　　-　 

前中間期（平成16年 9月期）実績 29,708 2,282 2,349
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　３．平成18年 3月期通期（個別）業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成18年3月31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 17年 5月 27日 発表） 90,000 1,300 400

今回修正予想(Ｂ) 96,000 1,600 450

増減額(Ｂ－Ａ) 6,000 300 50

増減率 6.7 23.1 12.5

前期（平成17年 3月期）実績 81,341 372 122

　４．平成18年 3月期通期（連結）業績予想数値の修正（平成17年4月1日 ～ 平成18年3月31日）
(単位：百万円、％)

売上高 経常利益 当期純利益
前回発表予想(Ａ)

（平成 17年 5月 27日 発表） 93,000 2,100 1,200

今回修正予想(Ｂ) 99,000 2,800 1,700

増減額(Ｂ－Ａ) 6,000 700 500

増減率 6.5 33.3 41.7

前期（平成17年 3月期）実績 84,461 4,603 4,325

　５．修正の理由
　（1）　中間業績予想
　　（個別）
　　　 中間期における売上高につきましては、前回予想の280億円を93億円上回る、373億円と
　　なる見込みです。その主たる理由は、不動産事業において大型物件の売却が実現したこと
　  によるものです。
　 　  利益面につきましては、経常利益は前回予想の△9億円から、22.5億円増の13.5億円とな
　  る見込みです。その主たる理由は､高採算の販売用不動産の売却により不動産利益が増加
　  するためです。また、当中間期において減損損失､前期損益修正損等の特別損失5億円を計
　  上した結果､中間純利益は前回予想の△8億円から10.5億円増の2.5億円となる見込みです。
　　（連結）
　　　 主に、個別中間業績予想の修正に伴うものと、持分法適用関連会社の業績向上によるも
　  のです。
　（２）　通期業績予想
　　（個別）
　　　 通期における売上高につきましては、前回予想の900億円を60億円上回る、960億円とな
  　る見込みです。その主たる理由は、中間期における不動産事業の売上高増が通期の売上
 　 高に影響するためです。
　 　  利益面につきましては、中間期における不動産利益の増加等により、経常利益は前回予
　  想の13億円から3億円増の16億円となり、当期純利益は前回予想の4億円から0.5億円増の
　  4.5億円となる見込みです。
　　（連結）
　　　 主に、個別通期業績予想の修正に伴うものと、持分法適用関連会社の業績向上によるも
　  のです。

Ⅱ．「固定資産の減損に係る会計基準」の適用に伴う損失の計上
　 　 当社が保有する事業用固定資産を対象に減損処理を行った結果、中間期において、減損
　 損失1.8億円（個別・連結同額）を特別損失に計上する見込みです。

　　　　　　　　以　上


